
バイオマス発電のライフサイクルGHGに係る自主的取組等の情報公開について（2025年度分）
2026年6月　エア・ウォーター株式会社

FIT/FIP制度に基づくバイオマス発電事業において使用したバイオマス燃料について、事業計画策定ガイドライン（バイオマス発電）に基づき、以下のとおりライフサイクルGHGに係る自主的取組等の情報を公開します。
当社は、「発電用に与する木質バイオマス事業者認定」および「合法木材供給事業者認定」を取得しております。
当社は、ライフサイクルGHG排出量の基準に照らした最大限の排出削減に向け、以下の取組を進めています。
    ■排ガス全量利用の取組みを推進（安曇野バイオマスエネルギーセンターでの発電で発生する排ガスからのCO2の全量再回収を検討中）
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